
（４） 作物別栽培技術 

作物名 秋まき小麦     
項   目 実施のポイント 備      考 機     械 ha 当り

時間  
(h) 

従事
者数  
(人) 

  肥料の全面散布－耕起－播種機
により播種または耕起－総合施肥
播種機により施肥・播種 

  

播種
期 
9月 20日まで。道北、道央北部は9
月 10 日、道央部で秋期の気象条
件の厳しいところは 9 月 15 日まで。 

  

播種
量 
255 粒/㎡（晩播では 340 粒/㎡とす
ることにより減収を緩和できる） 

  

播
種 

施肥
量
(/10a) 

窒素：4kg、リン酸：12～15kg、カリ：9
～10kg 

  

◎グレンドリル 
◎トラック(4t) 

◎播
種：1.1 
◎運
搬：0.1 

◎播
種：2 
◎運
搬：1 

除草 イネ科雑草：播種後の土壌処理 
広葉雑草：生育期の茎葉処理 

  ◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

◎散
布：0.3 
◎運
搬：0.1 

◎散
布：1 
◎運
搬：1 

融雪
促進 
3 月中～下旬に融雪剤を散布す
る。 

  ◎低圧ﾀｲﾔ型
融雪剤散布機  

◎散
布：0.3  

◎散
布：2 

除
草
お
よ
び
栽
培
管
理 

追肥 （起生期－幼形期－止葉期、各
kg/10a）「ホクシン」：6-0-3 または
3-3-3 
「きたもえ」：6-0-0 を基本とし、適期
播種でも越冬前の茎数が 900 本/
㎡未満で、かつ越冬が良好な場
合；9-0-0、低タンパク地帯；6-0-3 

①「ホクシン」では、倒伏の発
生が懸念される場合は
3-3-3。②止葉期の茎数が
800～900 本/㎡以上では、倒
伏の発生が助長されることが
あるので、止葉期での追肥は
行わない。③前作が野菜の場
合や泥炭土など、通常年で原
粒粗タンパク含有率が基準値
以上となる圃場では止葉期で
の追肥は行わない。基準値
は、「ホクシン」は 10％、「きた
もえ」は 9.5％である。 

◎ブロードキャ
スタ 
◎トラック(4t) 

◎散
布：0.2 
◎運
搬：0.1 

◎散
布：2 
◎運
搬：1 

縞萎
縮病 
本病発生ほ場では、抵抗性品種を
栽培する。 

ほ場台帳を整備し、過去の発
病状況を把握する。 

      

眼紋
病 
極端な早期播種や過剰な播種量を
避け、茎数過剰にならないようにす
る。 

輪作を行う。       

立枯
病 
土壌 pHの調整(5.5)、深耕、適期播
種などを心掛ける。 

輪作を行う。       

うどん
こ病 
適正な施肥量を守る。茎葉散布を
行う。抵抗性品種を栽培する。 

穂揃～開花期における止葉
の病葉率を 50%以下に抑え
る。 

条斑
病 
病原菌の持ち込み防止のため、種
子消毒を行う。 

発生ほ場産の種子は使用し
ない。適正な輪作を行う。 

雪腐
病 
根雪直前の茎葉散布。種子消毒。 適期播種に努め、春には融

雪促進を行う。輪作を行う。 
赤さ
び病 
抵抗性中以上の品種では、開花始
めに赤かび病との同時防除、弱の
品種では、止め葉抽出以降の茎葉
散布 2 回。 

被害許容水準は、開花始め：
止葉病斑率 25%、乳熟期：止
葉病斑率 5%。 

病
害
虫
防
除 

赤か
び病 
出穂期以降の茎葉散布を励行す
る。 

かび毒(DON)を、暫定基準値
1.1ppm 未満に抑える。適期
収穫・収穫物の選別を行う。 

 
◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

防除 1
回当り 
◎散布
0.3 
◎水運
搬 0.1 

 
◎散
布 1   
◎水
運搬
1 

収穫
期 
子実水分 35％以下となったらすみ
やかに収穫する。 

        

収穫
作業 
    ◎普通型コン

バイン(4.5m) 
◎汎用コンバ
イン(2.6m) 

◎0.5 
◎1.5 

◎1 
◎1 

乾燥
調製 
共同乾燥調製施設            
個別乾燥施設 

  ◎連続送り式
乾燥機      
◎循環式乾燥
機 

1～
2.5%/h 
0.7～
0.9%/h 

  

収
穫
・
調
製 

残さ
処理 
麦稈を裁断し鋤き込む。   ◎ストローチョ

ッパ 
◎ロータリーハ
ロー 

  ◎裁
断 1 
◎鋤
込み
1 

引用:北海道農業生産技術体系(第 2 版:平成 12 年 11 月北海道農政部農業改良課   
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作物名 秋まき小麦（間作）     
項   目 実施のポイント 備      考 機     械 ha 当り

時間  
(h) 

従事
者数  
(人) 

  前作物の大豆は倒伏が無いことが
望ましい。前作の大豆の生育が不
良の場合は適さない。 

  

播種
期 
８月下旬～９月上旬（前作大豆の黄
化始期） 

  

播種
量 
340～510 粒/㎡を散播する。 欠株や裸地では播種量を増

やす。 

◎ブロードキャ
スタ 
◎ミスト散布機 
◎ラジヘリ 
運搬用ﾄﾗｯｸ
(4t) 

◎散
布：0.2 
◎運
搬：0.1 

◎散
布：2  
◎運
搬：1 

播
種 

施肥
量 
窒素：4kg、リン酸：12～15kg、カリ：9
～10kg を播種時または大豆落葉後
に施用する。 

  ◎ブロードキャ
スタ 
◎運搬用ﾄﾗｯｸ
(4t) 

◎散
布：0.2 
◎運
搬：0.1 

◎散
布：2  
◎運
搬：1 

除草
剤 
広葉雑草：生育期の茎葉処理   ◎スプレーヤ

(直装) 
◎トラック(4t) 

◎散
布：0.3   
◎運
搬：0.1 

◎散
布：1 
◎運
搬：1 

中
耕
除
草
お
よ
び
栽
培
管
理 

追肥 （起生期－幼形期－止葉期、各
kg/10a）「ホクシン」：6-0-3 または
3-3-3。「きたもえ」：6-0-0 を基本と
し、適期播種でも越冬前の茎数が
900 本/㎡未満で、かつ越冬が良好
な場合；9-0-0 低タンパク地帯；
6-0-3 

  ◎ブロードキャ
スタ 
◎運搬用ﾄﾗｯｸ
(4t) 

◎散
布：0.2 
◎運
搬：0.1 

◎散
布：2  
◎運
搬：1 

条斑
病 
病原菌の持ち込み防止のため、種
子消毒を行う。 

発生ほ場産の種子は使用し
ない。適正な輪作を行う。 

      

縞萎
縮病 
本病発生ほ場では、抵抗性品種を
栽培する。 

ほ場台帳を整備し、過去の発
病状況を把握する。 

      

眼紋
病 
極端な早期播種や過剰な播種量を
避け、茎数過剰にならないようにす
る。 

輪作を行う。       

立枯
病 
土壌pHの調整(5.5)、深耕、適期播
種などを心掛ける。 

輪作を行う。       

うど
んこ
病 

適正な施肥量を守る。茎葉散布を
行う。抵抗性品種を栽培する。 

穂揃～開花期における止葉
の病葉率を 50%以下に抑え
る。 

雪腐
病 
根雪直前の茎葉散布。種子消毒。 適期播種に努め、春には融

雪促進を行う。輪作を行う。 

赤さ
び病 
抵抗性中以上の品種では、開花始
めに赤かび病との同時防除、弱の
品種では、止め葉抽出以降の茎葉
散布 2 回。 

被害許容水準は、開花始め：
止葉病斑率 25%、乳熟期：止
葉病斑率 5%。 

病
害
虫
防
除 

赤か
び病 
出穂期以降の茎葉散布を励行す
る。 

かび毒(DON)を、暫定基準値
1.1ppm 未満に抑える。適期
収穫・収穫物の選別を行う。 

 
◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

防除 1
回当り 
◎散
布：0.3 
◎運
搬：0.1 

 
◎散
布：1 
◎運
搬：1 

収穫
期 
子実水分 35％以下となったらすみ
やかに収穫する。 

        

収穫
作業 
    ◎普通型コン

バイン(4.5m) 
◎汎用コンバ
イン(2.6m) 

◎0.5 
◎1.5 

◎1 
◎1 

乾燥
調製 
共同乾燥調製施設           
個別乾燥施設 

  ◎連続送り式
乾燥機      
◎循環式乾燥
機 

1～
2.5%/h 
0.7～
0.9%/h 

  

収
穫
・
調
製 

残さ
処理 
麦稈を裁断し鋤き込む。   ◎ストローチョ

ッパ 
◎ロータリーハ
ロー 

  ◎裁
断 1 
◎鋤
込み
1 

引用:北海道農業生産技術体系(第 2 版:平成 12 年 11 月北海道農政部農業改良課   

 

 

 

 38 



作物名 春まき小麦     

項   目 実施のポイント 備      考 

機     械 ha 当り
時間  
(h) 

従事
者数  
(人) 

 肥料の全面散布－耕起－播種機
により播種または耕起－総合施肥
播種機により施肥・播種 

  

播種
期 
融雪以降耕種作業ができる限り早
い方が多収となる。播種適期は４月
中～下旬。 

  

播種
量 
340 粒/㎡を条播する。   

播
種 

施肥
量
（/10
a） 

リン酸：12～15kg、カリ：9～10kg、ハ
ルユタカでは窒素：12kg 

「春よ恋」は倒伏が懸念される
ことから窒素施用量は台地
土、火山性土で 9kg、低地土
で 6kg、泥炭土では 3kg/10a
を基準とする。 

◎グレンドリル 
◎トラック(4t) 

◎播
種：1.1 
◎運
搬：0.1 

◎播
種：2 
◎運
搬：1 

除草
剤 
イネ科雑草：播種後の土壌処理、 
広葉雑草：生育期の茎葉処理 

  ◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

◎散
布：0.3   
◎運
搬：0.1 

◎散
布：1 
◎運
搬：1 

除
草
・
栽
培
管
理 追肥 一般には行なわない。         

赤か
び病 
出穂期以降の茎葉散布を励行す
る。 

かび毒(DON)を、暫定基準値
1.1ppm 未満に抑える。適期
収穫・収穫物の選別を行う。 

うど
んこ
病 

適正な施肥量を守る。茎葉散布を
行う。抵抗性品種を栽培する。 

穂揃～開花期における止葉
の病葉率を 50%以下に抑え
る。 

病
害
虫
防
除 

アブ
ラム
シ 

出穂後の薬剤散布 穂当たり寄生頭数 7～11頭で
収量に影響する。そのような
穂がどの程度あるかを観察し
て防除要否を判断する。 

 
◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

防除 1
回当り 
◎散
布：0.3   
◎運
搬：0.1 

 
◎散
布：1 
◎運
搬：1 

収穫
期 
子実水分 35％以下となったらすみ
やかに収穫する。 

        

収穫
作業 
    ◎普通型ｺﾝﾊﾞ

ｲﾝ(4.5m) 
◎汎用ｺﾝﾊﾞｲﾝ
(2.6m) 

◎0.5 
◎1.5 

◎1 
◎1 

乾燥
調製 
共同乾燥調製施設           
個別乾燥施設 

  ◎連続送り式
乾燥機 
◎循環式乾燥
機 

1～
2.5%/h 
0.7～
0.9%/h 

  

収
穫
・
調
製 

残さ
処理 
麦稈を裁断し鋤き込む。   ◎ストローチョ

ッパ 
◎ロータリーハ
ロー 

  ◎裁
断   
1 
◎鋤
込み
1 

引用:北海道農業生産技術体系(第 2 版:平成 12 年 11 月北海道農政部農業改良課   
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作物名 春まき小麦（初冬播き）     
項   目 実施のポイント 備      考 機     械 ha 当り

時間  
(h) 

従事
者数  
(人) 

  ◎ドリル播種：ほ場が乾燥している
場合、播種量が少なく均一、土壌条
件に敏感。                      
◎散播：播種量が多く出芽が不安
定、覆土ができない場合倒伏の懸
念。                            
◎雪上散播：播種量が多く出芽が
不安定、覆土が不安定で倒伏の懸
念。 

  

播種
前 
前作物収穫後土壌が乾燥している
時期に表層を耕起する。 

  

播種
期 
11 月中旬以降の根雪直前が望まし
い。 

根雪前に出芽させない、積雪
下で出芽させる。 

播種
量 
ドリル播種：510 粒/㎡ 
   散播：650 粒/㎡ 

越冬個体数は150本/㎡が望
ましく、初冬まきでの越冬率
は 40～50％であることから
500 粒/㎡以上の播種量が必
要である。 

播
種 

施肥
量 
播種時の施肥は不要。 施肥は融雪後におこなう。 

◎ドリル播：プ
ラウ耕－ロータ
リ－ドリル 
◎散播：プラウ
耕－ロータリ－
ブロードキャス
タ－ツースハロ
ー。 または 
チゼルプラウシ
ーダ 
◎雪上播種：
プラウ耕－ロー
タリ(以上は降
雪前)－ブロー
ドキャスタ（雪
上） 

    

除草
剤 
広葉雑草：生育期の茎葉処理 イネ科雑草は播種前までに

除去する。雑草の多い圃場
での栽培は適さない。 

◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

◎散
布：0.3   
◎運
搬：0.1 

◎散
布：1 
◎運
搬：1 

除
草
お
よ
び
栽
培
管
理 

追肥 融雪直後に窒素施用量で 10kg 程
度を全面散布する。 
子実蛋白が低くなる傾向があること
から止葉期に 6kg/10a 程度の窒素
追肥を行なう。 

散播栽培では倒伏が懸念さ
れるため窒素施用量を3割程
度減肥する。 

◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

◎散
布：0.3   
◎運
搬：0.1 

◎散
布：1 
◎運
搬：1 

赤か
び病 
強品種を栽培する。出穂期以降の
茎葉散布を励行する。 

春まき小麦の初冬播き栽培
は、かび毒(DON)軽減の上で
効果的である。 

うど
んこ
病 

適正な施肥量を守る。茎葉散布を
行う。 

穂揃～開花期における止葉
の病葉率を 50%以下に抑え
る。 

病
害
虫
防
除 

アブ
ラム
シ 

出穂後の薬剤散布 穂当たり寄生頭数7～11頭で
収量に影響する。そのような
穂がどの程度あるかを観察し
て防除要否を判断する。 

 
◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

防除 1
回当り 
◎散
布：0.3   
◎運
搬：0.1 

 
◎散
布：1 
◎運
搬：1 

収穫
期 
子実水分 35％以下となったらすみ
やかに収穫する。 

        

収穫
作業 
    ◎普通型ｺﾝﾊﾞ

ｲﾝ(4.5m) 
◎汎用ｺﾝﾊﾞｲﾝ
(2.6m) 

◎0.5 
◎1.5 

◎1 
◎1 

乾燥
調製 
共同乾燥調製施設            
個別乾燥施設 

  ◎連続送り式
乾燥機 
◎循環式乾燥
機 

1～
2.5%/h 
0.7～
0.9%/h 

  

収
穫
・
調
製 

残さ
処理 
麦稈を裁断し鋤き込む。   ◎ストローチョ

ッパ 
◎ロータリーハ
ロー 

  ◎裁
断 1 
◎鋤
込み
1 

引用:北海道農業生産技術体系(第 2 版:平成 12 年 11 月北海道農政部農業改良課   
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作物名 大 豆     
項   目 実施のポイント 備      考 機     械 ha 当

り時
間  
(h) 

従事
者数  
(人) 

施肥・播種 種子：採種圃産の健全な種子を使
用する。 

自家採種をおこなうときは異
型個体、病害株の抜取りをお
こなう。 

  播種
期 
５月上旬～６月上旬の無降霜期間 低温条件では発芽が遅れ、

出芽率が悪くなることがある。 

  播種
量 
標準：16,000～17,000 本/10a を目
指した播種量とする。密植：25,000
～33,000 本/10a 

密植栽培では増収・最下着
莢位置が高くなるが、生育旺
盛な圃場では倒伏の懸念が
ある。 

  施肥
量
(/10a) 

窒素：1.5～2kg、リン酸：11～
12kg、カリ：8～10kg 

  

総合施肥播種
機(4 条) 
トラック 4t 

◎播
種 1.7 
◎肥
料・種
子運
搬 
0.1 

◎播
種 2 
◎肥
料・種
子運
搬   
1 

除草
剤 
広葉雑草：播種後～出芽前迄の
土壌処理。イネ科雑草：雑草３～５
葉時の茎葉処理。 

  ◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

◎散
布：
0.3 
◎運
搬：
0.1 

◎散
布：1 
◎運
搬：1 

中耕 時期：除草剤散布後１ヶ月、または
雑草発生後～開花前（7 月上旬）
迄。 

  ◎カルチベー
タ(株間除草機
能付き) 

◎0.9
×3
回 

◎1 

除
草
お
よ
び
栽
培
管
理 

追肥 開花期頃硫安による窒素 4kg/10a
の追肥は増収となることがある。 

初期生育が良好で倒伏が懸
念される場合は追肥をおこな
わない。 

◎追肥カルチ ◎0.9 ◎1 

わい
化病 
粒剤を施用するなど、ジャガイモヒ
ゲナガアブラムシの効果的な防除
を心掛ける 

春季高温年には、アブラムシ
が早・多飛来し、薬剤防除の
効果があがりにくい。 

      

斑点
細菌
病 

健全種子を用いる。 健全種子を用いた場合、本
病対象の防除は必要ない。 

      

茎疫
病 
茎葉散布。排水良好な状態を維
持する。発病の少ない抵抗性品種
を栽培する。 

  

菌核
病 
開花始後 10～15 日以降の茎葉散
布 

  

べと
病 
発病程度を観察し、必要なら茎葉
散布を実施する。健全種子を用い
る。 

防除が必要なのは、抵抗性
「弱」の黄・青大豆品種および
黒大豆品種である。 

食葉
性鱗
翅目
幼虫 

発生・被害量を観察し、必要なら
茎葉散布を実施する。 

被害許容水準は、開花期～
莢伸長期の食害面積率 20%
（大豆１個体あたり開花前１
頭、開花期 2 頭）である。 

 
◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

防除
1 回
当り 
◎散
布 0.3 
◎水
運搬
0.1 

 
◎散
布 1 
◎水
運搬
1 

タネ
バエ 
播種時に粒剤を播き溝施用する。 有機物は前年秋に施用する。

当年春の未熟有機物施用を
避ける。 

     

病
害
虫
防
除 

ﾀﾞｲｽﾞ
ｼｽﾄｾ
ﾝﾁｭｳ 

高度抵抗性品種を栽培する。 非寄主作物の長期（４年以
上）輪作を行う。小麦栽培時
にアカクローバを間作する。 

      

収穫
期 
時期：子実水分 20％以下～成熟
期後３週間。 

        

収穫  
作業 
作物条件：                
主茎長 50～70 ㎝が望ましい。    
倒伏程度は中以下。          
最下着莢位置：12 ㎝程度。子実お
よび茎水分：子実水分 20%未満の
時、汎用ｺﾝﾊﾞｲﾝでは茎水分 55％
以下で汚れ指数２未満となり、豆
用ｺﾝﾊﾞｲﾝでは 60％以下で汚れ指
数 1.5 未満となる。 

◎茎表面に「ぬめり」があると
きはｺﾝﾊﾞｲﾝ収穫を行わない。 
◎茎水分が高いときは「高刈
り」を行い、汚粒発生の低減
に心がける。 

◎汎用ｺﾝﾊﾞｲ
ﾝ 
◎豆用ｺﾝﾊﾞｲ
ﾝ   

◎1.5 ◎収
穫 1   

収
穫
・
乾
燥
・
調
製 

乾燥   
調製 
乾燥は施設内処理。個別処理で
は静置式通風乾燥機 

加温乾燥は避ける。 汚粒クリーナ 500～
1000k
g/h 

◎1 

引用:北海道農業生産技術体系(第 2 版:平成 12 年 11 月北海道農政部農業改良課   
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作物名 小 豆     
項   目 実施のポイント 備      考 機     械 ha 当り

時間  
(h) 

従事
者数  
(人) 

  種子：採種圃産の健全な種子を使
用する。 

自家採種をおこなうときは異
型個体、病害株の抜取りをお
こなう。 

播種
期 
５月中旬～６月上旬 低温条件では発芽が遅れ、

出芽率が悪くなることがある。 
播種
量 
標準：16,000～17,000 本/10a を目
指した播種量とする。 

密植栽培では倒伏が懸念さ
れる。 

播
種 

施肥
量
(/10
a) 

窒素：2～4kg、リン酸：10～15kg、カ
リ：7～10kg 

  

  ◎播
種 1.7  
◎肥
料・種
子運
搬 0.1 

◎播
種 2   
◎肥
料・種
子運
搬   
1 

除草
剤 
広葉雑草：播種後～出芽期迄の土
壌処理。イネ科雑草：雑草３～５葉
時の茎葉処理。 

  ◎スプレーヤ
(直装)       
◎トラック(4t) 

◎散
布 0.3  
◎水
運搬
0.1 

◎散
布 1   
◎水
運搬 1 

中耕 時期：除草剤散布後１ヶ月、または
雑草発生後～開花前（7 月中旬）
迄。10 ㎝程度培土を行い、倒伏を
軽減する。 

  カルチベータ
(株間除草機
能付き) 

0.9×3
回 

1 

除
草
お
よ
び
栽
培
管
理 

追肥 一般には行なわない。         

落葉
病 
無病種子を使用する。耐病性品種
を栽培する。 

輪作を行う。       

萎凋
病 
発病ほ場産の種子は使用しない。
抵抗性品種を栽培する。 

輪作を行う。       

褐斑
細菌
病 

発病ほ場産の種子は使用しない。 健全種子を用いた場合、本
病対象の防除は必要ない。 

      

茎疫
病 
茎葉散布。排水良好な状態を維持
する。発病の少ない抵抗性品種を
栽培する。 

輪作を行う。 

灰色
かび
病 

開花始後7～10日以降の茎葉散布 輪作を行う。多肥栽培を避け
る。 

菌核
病 
開花始後7～10日以降の茎葉散布   

輪紋
病 
７月上旬～８月中旬に茎葉散布を
行う。 

  

炭そ
病 
７月上旬～８月中旬に茎葉散布を
行う。 

  

ﾏﾒｱ
ﾌﾞﾗﾑ
ｼ 

茎葉散布を行う。 寄生株率が高い場合はてい
ねいに薬剤散布を行う。 

ﾏｷﾊﾞ
ｶｽﾐ
ｶﾒ 

茎葉散布を行う。 吸汁被害粒の多発ほ場で
は、開花始 25～27 日後が防
除適期である。 

ｱｽﾞｷ
ﾉﾒｲ
ｶﾞ 

産卵盛期（７月下旬頃）に薬剤を散
布する。 

  

◎スプレーヤ
(直装)       
◎トラック(4t) 

防除 1
回当り  
◎散
布 0.3  
◎水
運搬
0.1 

◎散
布 1   
◎水
運搬 1 

病
害
虫
防
除 

ﾀﾞｲ
ｽﾞｼｽ
ﾄｾﾝ
ﾁｭｳ 

  非寄主作物の長期（４年以
上）輪作を行う。小麦栽培時
にアカクローバを間作する。 

      

収穫
期 
ニオ積み体系：成熟期（熟莢率 70
～80％）～完熟期 
ｺﾝﾊﾞｲﾝ収穫体系：熟莢率 100％
で、子実水分 16～18％程度（通常
では完熟後２週間程度まで） 

直接収穫：ロークロップ丸鋸
刃付きまたはリール２条刈りコ
ンバインが望ましい。 

収
穫
・
調
製 

収穫
作業 
作業速度は 0.9～1.0m/s を基本と
する。 

倒伏程度は無～多程度まで
対応可能。 

ニオ積み体
系：ビーンカッ
タ、ビーンスレ
ッシャー、（ニ
オ積み機） 
ｺﾝﾊﾞｲﾝ収穫
体系：２条刈り
コンバイン(ロ
ークロップ丸鋸
刃付きまたはリ
ールヘッダ) 

ニオ積
み： 
刈倒し
2.6 
ニオ積
み 24   
脱穀
4.5  
ｺﾝﾊﾞｲ
ﾝ 2 

ニオ
積み： 
 刈倒
し 1、 
ニオ
積み 
3、脱
穀 2  
ｺﾝﾊﾞｲ
ﾝ 1 

引用:北海道農業生産技術体系(第 2 版:平成 12 年 11 月北海道農政部農業改良課   
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作物名 てん菜     

項   目 実施のポイント 備      考 

機     械 ha 当り
時間  
(h) 

従事
者数  
(人) 

播種
前年
の秋 

前年 8月～9月に床土を準備する。
土壌は畑土壌や山土を持ち込む。 

  ◎採土機 
◎トラック 
◎フロントロー
ダ 

採土・
持込
み：12 

1 

当年
の播
種前 

ハウス用地の除雪、設置を行なう。     除雪：
6 
設置：
9 

除雪：
2 
設置：
3 

土詰
め・
播種 

移植前 45～50 日前に行なう。土ふ
るい後肥料を混合しｐH6.0 に矯正
する。播種後覆土処理として薬剤に
よる土壌消毒を行う。 

育苗土の水分は 30％程度と
し、育苗肥料を 6冊当たり 5kg
施用する。ペレット種子は播
種後 3 日から潅水を 10L/冊
行なう。播種後 1 週間までは
10～25℃に保つ。 

◎ミニ播種プラ
ント 
◎土ふるい機 
◎土詰め機 

4.5 5 

育
苗 

育苗
管理 
出芽後、間引き－温度・水管理－
立枯れ病防除を行なう。 

出芽揃い～1 週間に立枯れ
病の薬剤防除を行なう。温度
管理は5～20℃で潅水は少な
めにし、間引きは子葉展開後
から。苗ずらしは根が紙筒下
部から出始めてから 2 回程度
行なう。 

◎苗分離運搬
機 

◎間
引き 
10  
◎育
苗 20  
◎苗
ずらし 
1.5 

間引
き：1 
育苗：
1 
苗ず
らし：1 

  土壌改良剤の散布によりｐH5.5 以
上にする。 

  

苗 移植 10 日前から順化を行なう。温
度は 0～5℃とし、苗床湛注により定
植前処理を行なう。 

  

移
植 

施肥
量
(/10
a） 

窒素：12～16kg、リン酸：18～22kg、
カリ：14～16kg 

  

◎苗分離運搬
機 
◎トラック(4t) 
◎移植機(苗
振り分け装置
付き) 

◎苗
取り：5 
◎運
搬：0.1 
◎移
植：2.5 

◎苗
取り：2 
◎運
搬：1 
◎移
植：3 

除草
剤 
ﾌｪﾝﾃﾞｨﾌｧﾑ乳剤またはﾚﾅｼﾙ・PAC
水和剤の規定量を本葉 2葉期及び
中耕後雑草発生揃い期に散布す
る。 

  ◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

◎散
布：0.3  
◎運
搬：0.1 

◎散
布：1 
◎運
搬：1 

除草 種草取り   人力 20 2 

除
草
お
よ
び
栽
培
管
理 

中耕 除草目的の中耕作業は省略でき
る。除草剤の効果が不十分なときは
中耕作業によって除草効果を補う。 

除草目的の中耕作業を行なう
が場合、株間除草機構を装
着することにより株間除草が
できる。 

◎カルチベー
タ(株間除草機
能付き) 

◎一
回 
0.9 

◎1 

根腐
病 
移植前の苗床かん注、６月下旬～７
月中旬の株元散布。 

輪作を行う。茎葉部の処理を
徹底する。 

◎スプレーヤ
(直装畦間散
布装置) 
◎トラック(4t) 

◎散
布：0.3  
 
◎運
搬：0.1 

◎散
布：1 
 
◎運
搬：1 

黒根
病 
本病に強い品種を作付けする。 輪作を行う。排水不良を改善

する。 
      

褐斑
病 
７月下旬（初発期）～９月中旬の薬
剤散布。 

輪作を行う。茎葉部の処理を
徹底する。抵抗性強の品種を
導入する。 

ﾃﾝｻ
ｲﾄﾋﾞ
ﾊﾑｼ 

育苗期の苗床かん注、移植直後か
らの薬剤散布。 

越冬場所（笹藪）に隣接する
ほ場など、防除の必要な多発
場所は限られる。 

病
害
虫
防
除 

ヨトウ
ガ 
６月下旬～７月中旬、８月下旬～９
月中旬の薬剤散布。 

要防除水準は被害株率 50%
である。 

 
◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

防除 1
回当り 
◎散
布：0.3  
◎運
搬：0.1 

 
◎散
布：1 
◎運
搬：1 

収穫
期 
10月中旬～11月上旬（圃場作業が
できる期間） 

       収
穫 

収穫
作業 
茎葉切断、掘取り、集積   ◎ビートハー

ベスタ(タッパ
付き) 

◎3.4 ◎1 

引用:北海道農業生産技術体系(第 2 版:平成 12 年 11 月北海道農政部農業改良課   
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作物名 てん菜（直播）     
項   目 実施のポイント 備      考 機     械 ha 当り

時間  
(h) 

従事
者数  
(人) 

  殺虫・殺菌剤を混入した改良ペレッ
トを用い 15～20cm、播種深度 1～
2cm に播種する。 

作条混和施肥は濃度障害を
回避し、初期生育が向上す
る。 

播種
前年
の秋 

心土破砕を行い多湿黒ﾎﾞｸ土では
畦間サブソイラを入れる。堆肥を
3t/10a 程度全面散布し、耕起深 25
～30 ㎝程度耕起する。 

  

当年
の播
種前 

融雪剤を散布し融雪を促進する。ｐ
H5.5 以上とする。砕土率 70％以上
となるよう砕土整地する。 

  

播種
期 
極端な早播きは避ける。播種適期
は４月下旬～５月中旬。 

  

播種
量 
8,000 本/10a 以上を確保する。   

播
種 

施肥
量
(/10
a) 

移植栽培の施肥基準に準ずるが、
全層施用の場合 20～30％増肥す
る。 

  

◎総合施肥播
種期（または混
和装置付き総
合施肥播種
機） 
◎運搬用トラッ
ク(4t) 

◎播
種 1.7 
 
◎運
搬：0.1 

◎播
種：2 
 
◎運
搬：1 

除草
剤 
ﾌｪﾝﾃﾞｨﾌｧﾑ乳剤またはﾚﾅｼﾙ・PAC
水和剤の規定量を本葉 2 葉期及び
中耕後雑草発生揃い期に散布す
る。 

  ◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

◎散
布：0.3  
◎運
搬：0.1 

◎散
布：1 
◎運
搬：1 

除草 種草取り   人力 20 2 

除
草
お
よ
び
栽
培
管
理 

中耕 除草目的の中耕作業は省略でき
る。除草剤の効果が不十分なときは
中耕作業によって除草効果を補う。 

除草目的の中耕作業を行なう
が場合、株間除草機構を装
着することにより株間除草が
できる。 

◎カルチベー
タ(株間除草機
能付き) 

◎一
回 
0.9 

◎1 

根腐
病 
移植前の苗床かん注、６月下旬～７
月中旬の株元散布。 

輪作を行う。茎葉部の処理を
徹底する。 

◎スプレーヤ
(直装畦間散
布装置) 
◎トラック(4t) 

◎散
布：0.3  
 
◎運
搬：0.1 

◎散
布：1 
 
◎運
搬：1 

黒根
病 
本病に強い品種を作付けする。 輪作を行う。排水不良を改善

する。 
      

褐斑
病 
７月下旬（初発期）～９月中旬の薬
剤散布。 

輪作を行う。茎葉部の処理を
徹底する。抵抗性強の品種を
導入する。 

ﾃﾝｻ
ｲﾄﾋﾞ
ﾊﾑｼ 

薬剤コーティング種子の使用。発芽
直後からの薬剤散布。 

越冬場所（笹藪）に隣接する
ほ場など、防除の必要な多発
場所は限られる。 

病
害
虫
防
除 

ヨトウ
ガ 
６月下旬～７月中旬、８月下旬～９
月中旬の薬剤散布。 

要防除水準は被害株率 50%
である。 

 
◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

防除 1
回当り 
◎散
布：0.3  
◎運
搬：0.1 

 
◎散
布：1 
◎運
搬：1 

収穫
期 
10月中旬～11月上旬（圃場作業が
できる期間） 

        収
穫 

収穫
作業 
茎葉切断、掘取り、集積   ◎ビートハー

ベスタ(タッパ
付き) 

◎3.4 ◎1 

引用:北海道農業生産技術体系(第 2 版:平成 12 年 11 月北海道農政部農業改良課   
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作物名 ばれいしょ     

項   目 実施のポイント 備      考 機     械 

ha 当り
時間  
(h) 

従事
者数  
(人) 

浴光
催芽 
乾燥条件で 10～20℃のもと明所に
おき幼芽を育成する。 

品種により異なるが、20～30
日程度で芽の長さ４～5mm、
太さ 5～7mm を目安とする。 

播種
期 
４月下旬～５月中旬   

播種
量 
4,500～5,000 株/10a を目安に播種
する。 

  

播
種 

施肥
量 
窒素：5～8kg、リン酸：14～18kg、カ
リ：11～12kg 

  

◎ﾎﾟﾃﾄﾌﾟﾗﾝﾀ
(粒剤施用装
置付)  
◎トラック 

◎播
種 3.2 
 
◎運
搬 0.1 

播種
◎3 
 
運搬
◎1 

除草
剤 
萌芽前土壌処理   ◎スプレーヤ

(直装) 
◎トラック(4t) 

◎散
布：0.3  
◎運
搬：0.1 

◎散
布：1 
◎運
搬：1 

除草 種草取り   人力 20 2 

除
草
お
よ
び
栽
培
管
理 中
耕・
培土 

萌芽後 7～10 日：除草を兼ねた中
耕、その後中耕を兼ねた半培土、
出芽後 3 週間：本培土（高さ 25cm
を目安に） 

  ◎カルチ（培
土器付き) 

◎一
回 0.7 

◎1 

そう
か病 
種いも消毒（病原菌の持ち込み防
止）。輪作を行う。抵抗性品種を栽
培する。 

        

軟腐
病 
発病初期以降の薬剤散布。 多窒素栽培を避ける。 

疫病 薬剤散布。抵抗性品種を栽培す
る。 

疫病初発期予測システム
(FLABS)を活用する。 

粉状
そう
か病 

植付前の薬剤全面散布・土壌混
和。 

４年以上の輪作。無病いもの
植え付け。抵抗性品種の栽
培。 

アブ
ラム
シ類 

植付時の播き溝施用、６月上旬以
降の薬剤散布。 

アブラムシの種類によって効
果の高い薬剤が異なるので、
発生種に注意する。 

病
害
虫
防
除 

ナス
トビ
ハム
シ 

植付時の播き溝施用、萌芽揃い以
降の薬剤散布。 

  

 
◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

防除 1
回当り 
◎散
布：0.3  
◎運
搬：0.1 

 
◎散
布：1 
◎運
搬：1 

収穫
期 
8 月下旬～9 月下旬         収

穫 

収穫
作業 
    ◎ポテトディガ 

◎ポテトピック
アップハーベ
スタ(1 畦) 

◎10 ◎5 

引用:北海道農業生産技術体系(第 2 版:平成 12 年 11 月北海道農政部農業改良課   
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作物名 そ ば     
項   目 実施のポイント 備      考 機     械 ha 当り

時間  
(h) 

従事
者数  
(人) 

播種
期 
６月上旬～中旬。 播種期が遅れると子実重が減

少する傾向にある。 

播種
量 
100～200 粒/㎡   

播
種 

施肥
量 
窒素は泥炭土では 1.5kg/10a、低
地土、台地土では 2.5～3.0kg/10a
リン酸は 7.0～8.0、カリは 6.0～
8.0kg/10a。 

過繁茂による倒伏に注意す
る。 

◎グレンドリル 
◎トラック(4t) 

◎播
種：1.1 
◎運
搬：0.1 

◎播
種：2 
◎運
搬：1 

除
草
お
よ
び
栽
培
管
理 

除草
剤 
イネ科雑草：雑草３～５葉時の茎葉
処理。 

  ◎スプレーヤ
(直装) 
◎トラック(4t) 

◎散
布：0.3   
◎運
搬：0.1 

◎散
布：1 
◎運
搬：1 

病
害
虫
防
除 

ヨトウ
ガ 
薬剤散布   ◎スプレーヤ

(直装) 
◎トラック(4t) 

◎散
布：0.3   
◎運
搬：0.1 

◎散
布：1 
◎運
搬：1 

収穫
期 
黒化率 70～90％を目安。         

収穫
作業 
    ◎普通型コン

バイン(4.5m) 
◎汎用コンバ
イン(2.6m) 

◎0.5 
◎1.5 

◎1 
◎1 

収
穫
・
調
製 

乾燥
調製 
共同乾燥調製施設            
個別乾燥施設 

  ◎連続送り式
乾燥機      
◎循環式乾燥
機 

1～
2.5%/h 
0.7～
0.9%/h 

  

引用:北海道農業生産技術体系(第 2 版:平成 12 年 11 月北海道農政部農業改良課   
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作物名 たまねぎ（春まき）     
項目 実施のポイント 備考 機械・施設 ha 当り

時間 
(h) 

従事
者数 
(人) 

播種期 早期播種：12 月 20 日～2 月 25
日 

  

  普通播種：3 月 5 日～3 月 15 日   

ビニールハウ
ス、は種機・剪
葉機 

播種 
0.1 

播種 
3 

定植期 早期播種：4 月 20 日～4 月 30
日 

  

  普通播種：5 月 1 日～5 月 10 日   

◎4 畦成型ポ
ット移植機 
◎苗運搬用ﾄ
ﾗｯｸ  

◎移植
1.5 
◎運搬
0.1 

◎移
植 1 
◎運
搬 1 

土壌診
断基準 

本畑                   
有効態リン酸：60～80mg/100g   
50mg/100g 以下の畑ではリン酸
資材を投入し改善をはかる。 

育苗床施肥後           
EC：0.4-0.8mS/cm、硝酸態
窒素：7-12mg/100g、有効態
リン酸：100-120mg/100g 

      

施肥量
(kg/10a) 

基肥 窒素:15,リン酸:15,カリ:15 土壌診断基準に基づき施肥
対応を行う。 

      

播
種
、
定
植 

追肥 追肥 窒素:4 定植後１ヶ月間に多量の降雨
が合った場合に行う。 

      

除草 1 年生雑草：定植活着後土壌処
理。1年生広葉雑草：雑草処理、
雑草 3～4 葉期。1 年生イネ科雑
草：雑草処理、イネ科の 3～5 葉
期。 

手取り除草は 6 月下旬までと
し、その後発生した雑草は倒
伏後、早い時期に拾い草を行
う。 

◎自走式スプ
レーヤ(1500
㍑) 

◎0.5 ◎1 栽
培
管
理 

中耕 通気性向上、地温上昇、除草効
果があるので、土壌が締まった
場合行う。茎葉、根の損傷がある
ので 6 月上旬までに終了する。 

土壌処理の除草剤使用直後
の中耕は、処理層の破壊によ
り除草効果が低下するので行
わない。 

◎カルチベー
タ 

◎0.5 ◎1 

乾腐病 抵抗性品種利用。無病土での育
苗。多発ほ場では輪作が有効。 

病株は抜き取り、焼却する。       

灰色腐
敗病 

ほ場の透排水性を高める。適期
に根切り処理を行い、枯葉の均
一化をはかる。 

収穫残さや腐敗球はほ場外
へ持ち出す。 

      

軟腐病 ほ場の透排水性を高める。茎葉
を損傷しない。7 月中下旬の降
雨前予防が重点。 

立性品種は作業による葉折
れが少なく、軟腐病病発生が
少ない傾向。 

      

白斑葉
枯病 

初発（平年7月上旬）の2週間前
より予防散布。 

  

鱗片腐
敗病 

球肥大盛期に定温傾向（18～
19℃）で降雨が続くと多発するの
で、7 月中旬と倒伏前に重点防
除。 

適期に根切り処理を行うと発
病を回避する効果がある。 

ネギアザ
ミウマ 

7 月を重点防除期とし、2 回防除
を基本とする。 

寄生株率が 50%に達したら防
除を開始する。 

病
害
防
除 

タマネギ
バエ・タ
ネバエ 

移植時に土壌施用剤を施用。 収穫残さや腐敗球はほ場の
周辺へ投棄しない。堆肥は完
熟したものを秋に施用する。 

 
◎自走式スプ
レーヤ(1500
㍑) 

防除 1
回あた
り 
◎0.5 

 
◎1 

根切り 早生：倒伏期後 10～20日、中晩
生：倒伏期後20～25日を目処に
行う。 

土壌水分が多い条件では行
わない。 

◎根切り機 ◎5.5 ◎1 

収穫 根切り処理後10～15日程度で、
首部が十分乾燥してから行う。 

青切りは貯蔵腐敗、切り口異
変の原因となるので行わな
い。畑に放置しすぎは品質や
貯蔵性が低下するので適期
に収穫する。 

風乾(ｺﾝ
ﾃﾅ) 

コンテナ収納後は、上部に雨よ
けテントをかけ、排水と風通しの
良い場所で風乾する。 

  

◎ﾃﾞｨｶﾞ+ﾊｰﾍﾞ
ｽﾀ(ﾀｯﾊﾟ付き) 
◎ﾀｯﾊﾟﾃﾞｨｶﾞ+
ﾋﾟｯｶ 
◎ﾊｰﾍﾞｽﾀ 
◎ﾃﾞｨｶﾞ+ﾋﾟｯｶ
(茎葉付き風
乾の後ﾀｯﾋﾟﾝ
ｸﾞ、選別) 

    

ｺﾝﾃﾅ集
積・運搬 

    ◎ﾌｫ-ｸﾘﾌﾄ 
◎2t ﾄﾗｯｸ 

◎集
積・運
搬 2 

◎集
積・運
搬 1 

選別     ◎選別台(ｾﾚ
ｸﾀ) 

◎1.6 ◎4 

収
穫
・
調
整 

貯蔵 温度：0～1℃、湿度 65～70％         
・近年、生産過剰傾向となっており、消費動向を十分検討し導入する。 
・透排水性の改善、リン酸肥沃度の適正化が重要であり、さらにたい肥等有機物を施用し、土壌の物理性改善と窒素
肥沃度の向上をはかる。 
・機械導入が前提となるが、作付け規模に見合った機械の導入と地域での共同利用を進めることが必要である。 
引用:北海道農業生産技術体系(第 2 版:平成 12 年 11 月北海道農政部農業改良課 
   農業機械導入計画策定の手引き(平成 11 年 3 月北海道農政部農業改良課) 

 


